
募
集
停
止
と
な
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
山
北
」

と
い
う
同
校
の
特
色
の
１
つ
が
失
わ
れ

た
。新
た
な
特
色
づ
く
り
を
検
討
す
る
中
、

藤
田
校
長
は
、
学
校
が
位
置
す
る
県
西
部

で
県
が
推
進
す
る
県
西
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
「
未
病
」
と
、
地
域
の
課
題

で
あ
る
「
防
災
」
に
着
目
し
た
。

　
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
を
目
指
す
未

病
の
改
善
は
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
コ
ー

ス
が
取
り
組
ん
で
き
た
運
動
や
健
康
の
学

び
と
親
和
性
が
高
く
、
そ
れ
ま
で
積
み

重
ね
て
き
た
知
見
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
た
。
ま
た
、
町
立
の
学
校
と
し

て
開
校
し
た
同
校
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

地
域
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
学
校
は
防

災
拠
点
の
役
割
を
担
い
、
生
徒
は
地
域
の

高
齢
者
施
設
や
幼
稚
園
を
訪
れ
、防
災
訓

練
や
救
急
法
の
実
習
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
。

　
文
部
科
学
省
へ
の
申
請
を
目
指
す
こ

と
を
決
め
た
の
が
18
年
夏
、秋
に
は
県
か

ら
研
究
指
定
の
通
知
が
あ
っ
た
た
め
、新

年
度
の「
総
合
探
究
」
実
施
に
向
け
た
準

備
期
間
は
約
半
年
だ
っ
た
。
早
速
、
10
月

に
指
導
計
画
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ（
以
下
、Ｗ
Ｇ
）を
設
置
。メ
ン
バ
ー

は
、学
年
・
教
科
・
分
掌
の
各
代
表
者
、そ

し
て
、
移
行
措
置
に
則
り
、
19
年
度
は
１

年
次
か
ら
「
総
合
探
究
」
を
始
め
る
こ
と

と
し
、「
総
合
探
究
」
担
当
予
定
の
教
師
を

加
え
、月
１
回
、打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　
初
回
の
Ｗ
Ｇ
で
は
、「
総
合
探
究
」
で

取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
山

北
」「
未
病
」「
防
災
」
に
決
定
。
Ｗ
Ｇ
を

　
緑
豊
か
な
県
西
部
に
位
置
す
る
神
奈
川

県
立
山
北
高
校
は
２
０
１
９
年
度
、
文
部

科
学
省
の
「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等

学
校
教
育
改
革
推
進
事
業
」（
地
域
魅
力

化
型
）
と
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
（
以

下
、
県
教
委
）
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）
を

テ
ー
マ
と
し
た
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に

か
か
る
研
究
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以
下
、総
合
探
究
）

を
先
行
実
施
し
た
。

　
２
つ
の
研
究
指
定
を
受
け
た
背
景
に

は
、
学
校
の
特
色
化
を
図
り
た
い
と
い
う

藤
田
正
樹
校
長
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

同
校
は
17
年
度
、
県
立
高
校
改
革
に
よ
っ

て
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
が

　「
学
校
外
で
の
活
動
は
、
生
徒
が
親
や

教
師
以
外
の
大
人
と
触
れ
合
う
貴
重
な
機

会
で
す
。
実
践
の
場
が
あ
る
こ
と
で
、
生

徒
の
学
び
の
意
欲
は
向
上
し
、
成
長
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
２
つ
の
地
域

課
題
と
『
総
合
探
究
』
を
結
び
つ
け
た
地

域
連
携
を
通
じ
て
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
で
、
本
校
な
ら
で
は
の
特
色
づ
く
り

を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
藤
田
校
長
）

　
そ
の
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
藤
田
校

長
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
研
究
指
定
を

弾
み
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
県

教
委
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
総
合
探
究
」
の
先
行
実
施
の
提
案
が

あ
っ
た
。未
病
も
防
災
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関

係
が
深
く
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
探
究
学

習
に
取
り
組
む
意
義
は
十
分
に
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
２
つ
の
研
究
指
定
を
目
指
す
こ

と
に
な
っ
た
。

探
究
学
習
と
地
域
課
題
を
融
合

さ
せ
、
学
校
の
新
し
い
特
色
に

探
究
学
習
の
ね
ら
い

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

短
期
間
で
活
動
の
大
枠
を
立
案

推
進
体
制
の
整
備
、
指
導
計
画
の
立
案

＊　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と169 のターゲットから成る。

神
奈
川
県
立
山や

ま
き
た北
高
校

地
域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
を
推
進
、

校
内
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
早
期
に
軌
道
に
乗
せ
る

神
奈
川
県
立
山
北
高
校
は
、
学
校
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
２
０
１
９
年
度
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
「
未
来
探
究
」
を
始
め
た
。

地
域
の
課
題
で
あ
り
、
自
校
が
蓄
積
し
た
知
見
を
生
か
せ
る
「
未
病
」
と
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
据
え
、
約
半
年
の
準
備
期
間
で
指
導
計
画
の
骨
子
を
立
案
し
、

推
進
体
制
を
整
備
。
企
画
・
運
営
な
ど
を
担
う
分
掌
と
、
実
際
に
指
導
す
る
学
年
団
と
が
対
話
を
重
ね
、
柔
軟
に
計
画
を
修
正
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
る
。

事例 2

実践校が語る
探究学習の推進のあり方
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さ
ら
に
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー

プ
が
１
テ
ー
マ
ず
つ
担
当
す
る
こ
と
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
具
体
的
な
活
動
内
容
を

議
論
し
た
。

　
同
校
の
教
師
の
大
半
に
探
究
学
習
の
指

導
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
先

進
校
の
視
察
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
研
修
の
受
講
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
が

手
分
け
を
し
て
行
い
、学
ん
だ
内
容
を
Ｗ

Ｇ
内
で
共
有
し
た
。議
論
を
経
て
、
活
動

内
容
の
柱
を
「
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す

こ
と
」
と
整
理
し
、
用
い
る
教
材
は
そ
の

観
点
を
重
視
し
た
「
探
究
ナ
ビ
」
を
採
用

し
た
。
19
年
度
１
学
年
担
当
の
小
川
牧
子

先
生
は
、議
論
の
過
程
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
課
題
の
設
定
、
情
報
の
収
集
、
整
理
・

分
析
、
ま
と
め
・
表
現
の
４
つ
の
過
程
か

ら
成
る
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
な
い
と
、
調
べ
学
習
や
発
表
し
た

だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
学
び
ま
し

た
。
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
と
い
う
基

本
方
針
の
下
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、

活
動
内
容
を
考
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
Ｗ
Ｇ
で
の
検
討
の
結
果
、
同
校
で
は
、

「
総
合
探
究
」
で
行
う
探
究
学
習
を
「
未

来
探
究
」
と
名
づ
け
、
３
年
間
の
流
れ
を

次
の
よ
う
に
構
想
し
た
。
１
学
年
は
、
１

学
期
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」、２
学
期
に
「
山
北
」

と
「
未
病
」、
３
学
期
に
「
防
災
」
に
つ

い
て
「
知
る
」
探
究
を
進
め
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
調
査
・
発
表
な
ど
を
通
じ
て
、

探
究
学
習
を
一
通
り
実
践
す
る
。
２
学
年

は
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
設

定
し
て
探
究
す
る
「
マ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
行
い
、
３
学
年
は
、
２
学
年
の
成

果
を
踏
ま
え
て
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な

方
策
を
地
域
で
実
践
す
る
（
図
１
）。

　「
未
来
探
究
」
が
始
ま
る
19
年
４
月
に

は
、
分
掌
を
再
編
し
、
年
間
指
導
計
画
の

立
案
や
報
告
書
の
作
成
、
地
域
や
外
部
機

関
と
の
交
渉
な
ど
、「
未
来
探
究
」の
企
画
・

運
営
を
担
当
す
る「
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
」

を
設
置
し
た
。
１
学
年
主
任
の
野
秋
貴
浩

先
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
教
師
に
な
っ

て
２
年
目
の
山
内
未み

く来
先
生
ら
、
若
手
教

師
を
中
心
と
し
た
６
人
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
。
藤
田
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
私
が
責
任
を
取

る
の
で
、
思
っ
た
よ
う
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
と
伝
え
ま
し
た
。
先
生
方
が
自
由

に
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え
れ
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
教

育
の
質
は
お
の
ず
と
向
上
し
ま
す
」

　
Ｗ
Ｇ
が
立
案
し
た
３
年
間
の
指
導
計
画

に
基
づ
い
て
、
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
は

学
期
ご
と
の
活
動
計
画
を
具
体
化
す
る
一

方
、
授
業
計
画
は
、
実
際
に
授
業
を
行
う

学
年
団
の
教
師
が
持
ち
回
り
で
立
て
た
。

計
画
立
案
や
外
部
連
携
を
担
う

「
総
合
探
究
」
の
分
掌
を
設
置

第１部　探究学習を始める ─「総合的な探究の時間」での実践に向けて

「未来探究」の３年間の構想（案）図１

１学期 ２学期 ３学期

１学年
知識の習得

•SDGsについて知る •山北について知る
•山北でフィールドワーク（竹林・山林体
験活動、歴史散策、商店街散策など）

•未病について知る

•防災について知る
•山北の課題のまとめ・
発表

２学年
探究活動

•自分の課題設定（未
病・防災から選択）

•探究計画を立てる
•情報収集

•仮説を立てる
•フィールドワーク

•学年合同校内発表

３学年
地域に還元

•それぞれの探究課題に対する具体的な方策を地域で実践
•校内発表（地域に還元した結果）

•町に対して政策提言

＊学校資料を基に編集部で作成。

学
年
団
全
員
が
単
元
計
画
立
案
に

か
か
わ
る
こ
と
で
指
導
を
共
有

探
究
学
習
の
工
夫

神
奈
川
県
立
山
北
高
校

◎
教
育
方
針
は
、「
着
実
に
努
力
」「
凡
事
徹
底
」「
自

学
自
習
」。
２
０
１
７
年
度
に
「
山
北D
ream

」

を
立
ち
上
げ
、
学
習
・
進
路
・
部
活
動
・
生
活
な
ど
、

学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
生
徒
を
支
え
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
。「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
部
活
動
が
活
発
で
、「
ス
ポ
ー

ツ
の
山
北
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
き
た
。

◎
設
立
　
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
２
０
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
学
は
、
専
修
大
、
東
海
大
、
日
本
体
育
大
、

神
奈
川
大
、
関
東
学
院
大
な
ど
に
延
べ
61
人
が
合

格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
87
人
、
就
職
39
人
。

◎U
R
L

　http
s://w

w
w
.p
en-kanagaw

a.ed.jp
/

yam
akita-h/

１
学
年
担
任

山
内
未
来
　

や
ま
う
ち
・
み
く

教
職
歴
２
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

野
秋
貴
浩
　

の
あ
き
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。総
括
教
諭
。保
健
体
育
科
。

校
長藤田

正
樹
　

ふ
じ
た
・
ま
さ
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

２
学
年
担
任

小
川
牧
子
　

お
が
わ
・
ま
き
こ

教
職
歴
２
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
英
語
科
。
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２
学
期
に
行
っ
た
「
未
病
に
つ
い
て
知

る
」
で
は
、
県
の
知
事
部
局
の
紹
介
で
、

未
病
の
施
策
で
県
と
提
携
を
結
ぶ
企
業
の

協
力
を
得
た
。
そ
こ
で
も
、
連
携
推
進
グ

ル
ー
プ
が
企
業
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て

活
動
内
容
を
決
定
。
授
業
は
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
実
績
の
あ
る
外
部
団
体
の

協
力
を
得
て
進
め
ら
れ
、
１
学
年
団
は
サ

ポ
ー
ト
役
に
回
っ
た
。企
業
と
の
協
働
は
、

学
年
団
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
だ
け

で
な
く
、
教
師
が
固
定
観
念
を
破
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
、
小
川
先
生
は
語
る
。

　「『
未
病
に
つ
い
て
知
る
』
で
は
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
、『
表
現
方
法
は
、
動

画
で
も
ス
ラ
イ
ド
で
も
何
で
も
い
い
よ
』

と
声
を
か
け
る
と
、
生
徒
は
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
ま
し
た（
写
真
）。
私
は
、
探

究
学
習
の
発
表
方
法
は
、
模
造
紙
か
ポ
ス

タ
ー
を
考
え
て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

探
究
学
習
で
の
教
師
の
役
割
は
、
生
徒
が

自
由
に
発
想
で
き
る
場
を
整
え
、
背
中
を

押
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
」

　
２
学
期
に
行
っ
た
「
山
北
に
つ
い
て
知

る
」
で
は
、
小
川
先
生
が
中
心
と
な
り

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
（
Ｐ
．22
「
探

究
学
習
ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
図
５
参
照
）。

探
究
学
習
を
通
し
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

資
質
・
能
力
を
生
徒
に
明
確
に
示
し
、
到

達
目
標
を
持
た
せ
る
た
め
だ
。
以
降
、
授

業
計
画
立
案
時
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

し
、
授
業
開
始
時
に
生
徒
に
配
布
し
て
、

授
業
前
後
に
自
己
評
価
を
行
う
と
い
う
展

開
が
定
着
し
た
。
そ
う
し
て
蓄
積
し
た
授

業
ご
と
の
振
り
返
り
を
毎
学
期
末
に
ま
と

め
直
し
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
ど
の
よ
う

な
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
を
言
語
化
す
る

機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
20
年
度
は
、２
学
年
で「
マ
イ・プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
た
。
２
学
年
団
に
持
ち
上

が
っ
た
小
川
先
生
は
、
連
携
推
進
グ
ル
ー

プ
に
も
所
属
。
同
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た

学
期
ご
と
の
活
動
計
画
も
、
生
徒
の
状
況

を
踏
ま
え
て
修
正
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
例
え
ば
、７
月
に
行
っ
た「
マ
イ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
山
北
町
の
産
業
や

特
産
品
等
に
関
す
る
調
べ
学
習
を
、小
川

先
生
が
提
案
し
た
。
す
る
と
、
ほ
か
の
教

師
か
ら
近
隣
地
域
も
対
象
に
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
現
在
、
町

内
に
住
む
生
徒
の
割
合
は
５
％
程
度
で
、

90
％
以
上
が
小
田
原
市
や
南
足
柄
市
な
ど

の
県
西
地
域
か
ら
通
学
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、自
分
が
住
む
地
域
を
テ
ー
マ
に
し
た

方
が
、生
徒
の
関
心・意
欲
も
高
ま
る
と
考

え
た
。
そ
の
提
案
を
踏
ま
え
、
実
施
直
前

で
は
あ
っ
た
が
、近
隣
地
域
も
対
象
に
加

え
、調
べ
る
地
域
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　「『
未
来
探
究
』で
取
り
上
げ
る
課
題
は
、

県
西
地
域
全
体
が
直
面
し
て
い
る
も
の
で

す
。
本
校
で
学
ん
だ
生
徒
が
将
来
、
地

域
の
課
題
に
向
き
合
う
時
、『
未
来
探
究
』

で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
思
い
を
実
現
す
る

た
め
に
、
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
教
師
を

頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」（
藤
田
校
長
）

　「
未
来
探
究
」
実
施
後
、
生
徒
の
学
習

に
向
か
う
態
度
の
変
化
に
、
教
師
は
手
応

　
19
年
度
は
、
１
学
年
団
の
担
当
者
が
活

動
内
容
と
授
業
展
開
を
考
え
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
な
ど
の
教
材
も
作
成
。
連
携
推
進

グ
ル
ー
プ
と
学
年
団
は
、
週
１
回
の
頻
度

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
授
業
計
画
を

共
有
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
連
携
推
進
グ

ル
ー
プ
が
外
部
機
関
と
連
絡
を
取
っ
た
。

　
１
学
期
に
行
っ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
知
る
」
で
は
、小
川
先
生
が「
フ
ー
ド
ロ

ス
」を
テ
ー
マ
に
授
業
計
画
を
作
成
し
た
。
　

　「
授
業
計
画
の
作
成
は
大
変
で
し
た
が
、

骨
子
が
あ
っ
た
の
で
考
え
や
す
か
っ
た
で

す
。
特
定
の
担
当
者
や
分
掌
だ
け
が
授
業

計
画
の
立
案
を
担
う
の
で
は
な
く
、
学
年

団
全
員
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、
当
事
者
意

識
が
生
ま
れ
ま
し
た
」（
小
川
先
生
）

　
２
学
期
に
行
っ
た
「
山
北
に
つ
い
て
知

る
」
で
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、

山
北
町
の
竹
林
・
山
林
・
歴
史
・
商
店
街

を
テ
ー
マ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
連
携

推
進
グ
ル
ー
プ
が
行
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
し
お
り
の
作
成
も
担
当
し
た
。

　「
教
科
の
授
業
も
あ
る
中
で
、
学
年
団

が
『
未
来
探
究
』
の
活
動
内
容
を
す
べ
て

考
え
、
外
部
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
の

は
困
難
で
す
。
外
部
と
学
校
を
つ
な
ぐ
分

掌
が
機
動
的
に
動
く
こ
と
が
、
地
域
連
携

の
成
否
を
左
右
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
野
秋
先
生
）

振
り
返
り
を
徹
底
し
、

培
っ
た
力
は
何
か
を
言
語
化

直
接
話
す
だ
け
で
は
な
い
、

対
話
的
な
方
法
を
模
索

成
果
と
展
望

2019年 12月に行った学習成果の発表会。町や企業の
協力者が見守る中、生徒は動画やポスターなど、様々な
表現方法で、それまでの学習の成果を発表した。

発表会の様子写真
「
未
来
探
究
」で
学
ん
だ
こ
と
を

地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

17高校版　臨時増刊号 2020 ◎ 予測困難な社会を生きる力を育む　探究学習　一歩前へ

0-01-J-22151-000 2020VIEW21 臨時増刊号 探究学習冊子 17 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

07/21
下村

色
校

08/03
松本千

再
念
校

08/11
引寺 − −/−

− − −/−
−

P15-18_view21-rinji-tgss.indd   17 2020/08/11   15:33



自分で決めた活動を進めた経験が
責任感を強くさせた
２年生　杉本　桜　

　1学年の「未来探究」では、様々なこ
とを調べました。最初は、何を、どうやっ
て調べればよいのか、全く分かりません
でしたが、先生からアドバイスをいただきながら、調
べるテーマも調査方法も自分で決めて、活動を進めま
した。例えば、「山北について知る」では、私は町の
主力産業である林業をテーマにして調べました。振り
返ってみると、そうやって自分は何がしたいのかを考
えて活動することを繰り返したおかげで、物事に対す
る責任感を強く持てるようになったと思います。また、
調べ学習の回数を重ねるうちに、インターネットの情
報がすべて正しいと思い込まずに、複数の情報を調べ
て確認するなど、情報リテラシーも高まりました。

グループの役割分担を意識して、
積極的に意見を出すように
２年生	 鈴木真菜　

　私は、地元・小田原の特産品である梅
を探究テーマにしました。中学校の調べ
学習でも取り上げましたが、まだ知らな
いことがあると思い、もう一度調べることにしました。
誰かに指示されたわけではなく、自分で選んだテーマ
なので、意欲が湧き、調べる内容や調べ方も自分で考
えて、探究学習に楽しく取り組んでいます。今は、小
田原の梅の知名度を上げる方法を考えています。
　グループワークを何度もするうちに、司会をする人、
意見をまとめる人など、メンバー間で自然と役割分担
ができるようになりました。メンバーのみんなが意見
を出しやすくすることも考えて、私は積極的に意見を
出すことを意識しています。

私の 探 究 学 習
え
を
感
じ
て
い
る
。学
期
が
進
む
ご
と
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
前
向
き
に
取
り
組
む

生
徒
は
増
え
、生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
一
番
頑
張
っ
た
と
思
う
こ
と
」
に
「
勉

強
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、「
中
学
の
時
」

９
％
に
対
し
、「
高
校
入
学
後
」
は
23
％

に
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
半
の
教
師

に
探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
な
い
中
で
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
担
当
分
掌
と
学
年

団
の
連
携
に
よ
っ
て
探
究
学
習
を
円
滑
に

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
教
育
活
動
に
制
限
が
あ

る
中
で
も
探
究
学
習
を
実
施
す
る
同
校
で

は
、
今
後
に
向
け
て
、
よ
り
効
率
的
な
実

践
を
模
索
し
て
い
る
。
１
学
年
で
は
、「
未

来
探
究
」
の
導
入
と
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
目
標
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
行
う
際

に
、
自
身
の
進
路
と
の
関
係
を
意
識
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
。１
学
年
担
任
の
山
内
先

生
は
、そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
私
は
19
年
度
に
３
学
年
副
担
任
を
務

め
ま
し
た
が
、
３
年
生
に
な
っ
て
も
将
来

自
分
は
何
を
し
た
い
の
か
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
生
徒
が
い
る
こ
と
に
課
題
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
１
学
年
の
担

任
と
な
っ
た
今
年
度
、『
未
来
探
究
』
の

最
初
の
活
動
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。
臨
時
休
業
中
に
、
世

界
の
課
題
と
自
分
の
関
心
が
重
な
る
分
野

に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
事

と
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
２
学
年
で
は
、
臨
時
休
業
中
に
個
人
課

題
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
外
部
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
他
校
生
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
画
を
視
聴
し
た
後
、
１

年
次
に
行
っ
た
自
分
の
発
表
と
比
較
し

て
、
違
う
点
や
参
考
に
す
べ
き
点
な
ど
を

考
え
る
と
い
っ
た
内
容
だ
。
加
え
て
、「
マ

イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
向
け
た
活
動
と

し
て
、
地
域
に
つ
い
て
の
「
信
頼
の
お
け

る
デ
ー
タ
」を
調
べ
る
課
題
も
出
し
た（
図

２
）。
課
題
に
取
り
組
ん
だ
成
果
は
ポ
ス

タ
ー
に
ま
と
め
て
お
き
、
学
校
が
再
開
し

第１部　探究学習を始める ─「総合的な探究の時間」での実践に向けて

た
６
月
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
廊
下
に
掲
示
す

る
形
で
全
体
に
共
有
し
た
。

　「
臨
時
休
業
下
で
は
、
個
人
学
習
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
ね
ら
い
は
、
生
徒
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
は
な
く
、
各

人
が
視
野
を
広
げ
、
考
え
を
深
め
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
個
人
で
課
題
に

取
り
組
ん
だ
成
果
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー

を
見
合
う
こ
と
で
、
そ
の
ね
ら
い
を
実
現

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
時
休

業
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答
さ
せ
た
も
の

や
、
紙
に
記
載
さ
せ
た
も
の
は
、
学
校
再

開
時
に
生
徒
同
士
で
共
有
し
ま
し
た
が
、

教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
、

生
徒
が
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
、
互
い
の
考
え

を
共
有
し
合
え
る
場
を
設
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
小
川
先
生
）　

臨時休業中、２年生の探究学習では、提示されたテーマにつ
いてウェブサイトなどで調べるという課題を出した。

臨時休業中の２年生の探究学習図２
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